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衣の地産地消を推進する「ワタノオト展」

１，２，３，４_会場に並べられた作品。既製品にはないぬ

くもりがある／ 5_ワタノオト展のお知らせと苦労して

作り上げた岩手育ちの綿布の紹介／ 6_会場に飾られた

さまざまな書や絵などの作品も展示会を盛り上げる／
7_会場に展示してある糸紡ぎ機。千葉さんはこれで糸

を紡いでいる／ 8_会場の我楽苦多亭芳春庵。昔ながら

の日本家屋の雰囲気が漂う／ 9_展示会場の様子。千葉

さん（写真㊧）は訪れた人に手作りの良さを丁寧に説明

１_夫婦岩サミット本会議の様子。千厩町観光

協会小野寺維久郎副会長が夫婦石（めおとい

わ）のいわれなどを説明した／２_サミット本会議

には市内外から多くの人が訪れた／３_22日に行

われた連絡協議会総会。席上では、惜しまれつ

つも同協議会の解散が決定／４_千厩が誇る観

光資源「夫婦石」の視察も行われた

　手紡ぎ、手織りにこだわった綿製品や味わい深い布製

品を展示・販売する「ワタノオト展」は12月２、３の両日、

千厩町の「我楽苦多亭　芳春庵」で開かれた。

　出品したのは、市内藤沢町の千葉もとこさんと花泉町

の山川真理子さん。会場には２人が手掛けた作品約100

点が並んだ。平日の開催だったにもかかわらず、多くの

人が訪れ、来場者は、見たり、触れたりして手作りの良さ

を実感していた。

　千葉さんは５年以上前から「自給自足のものつくり」に

　「夫婦」の名の付く地域資源を持つ全国の自治体

や観光関係団体などが参加する「全国夫婦岩サミッ

ト」（同サミット連絡協議会など主催）は11月22、

23 の両日、千厩町で開かれた。20 回目の今回は「子

孫繁栄」の象徴の夫婦岩に震災復興の願いを込め、

いい夫婦の日」（11月22日）に開かれた。

　91年の発足以来、最も多い時で13 団体が加盟し

た同協議会だが、財政難や市町村合併で加盟団体

の退会が相次ぎ、解散を決定した。
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手作りのぬくもりを伝えたい
千厩町で最後の全国夫婦岩サミットPick_Up

取り組んでいる。綿の育成から紡ぐ、織る、染めるま

での全ての技術を独学で習得。試行錯誤しながら作

品を仕上げた。「料理と一緒で、回を重ねるたびにわ

かってくるし、慣れてきます」とにっこり。さらに「民

芸・工芸品と言えるレベルのものを作りたいですね」

と強いこだわりも見せる。

　「手作りの魅力は、既製品では味わえないぬくもり

や柔らかさ。ぜひ皆さんにも感じてほしいです」と自

らが推進する「衣の地産地消」をＰＲする。

7 5

6

　２日目のサミット本会議では、全国から集まった7

団体が、それぞれ夫婦岩の魅力などをアピール。地

元千厩町観光協会も夫婦石のいわれや観光の取り

組みなどを紹介した。

　サミット宣言では、協議会解散後も「夫婦のよう

に強く結ばれた絆」を末永く継承していくことを誓っ

た。参加者からは「20 年間も続いた夫婦岩の絆を大

切にしていきたい」と引き続き交流を続けたい声が

寄せられた。

地域資源の魅力を今後も発信Pick_Up2 1




